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９月定例会

中
学
校
卒
業
ま
で
医
療
費
無
料
に

平
成
22
年
度
決
算 

す
べ
て
認
定

主
な
条
例
改
正

▼
情
報
公
開
条
例
の
一
部
改
正

　

よ
り
開
か
れ
た
町
政
を
行
う

た
め
、
町
内
外
問
わ
ず
、
誰
で

も
公
文
書
の
公
開
請
求
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。

▼
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等

に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正

　

町
職
員
の
勤
務
時
間
を
一
日

８
時
間
か
ら
、
７
時
間
45
分
に

改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら

は
、
役
場
の
業
務
が
午
後
５
時

15
分
ま
で
と
な
り
ま
す
。

▼
子
ど
も
医
療
費
支
給
条
例
の

一
部
改
正

　

中
学
生
は
有
料
だ
っ
た
通
院

医
療
費
を
、
来
年
度
か
ら
無
料

に
拡
大
す
る
も
の
で
す
。

　

平
成
23
年
９
月
定
例
会
は
９
月
１
日
に
開
会
し
、
21
日
間
の
会

期
で
行
い
ま
し
た
。

　
「
子
ど
も
医
療
費
支
給
条
例
の
一
部
改
正
」
や
、「
平
成
22
年
度

一
般
会
計
決
算
」
の
認
定
な
ど
18
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
・

認
定
し
、
教
育
委
員
の
任
命
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
・
県
へ
私
学
助
成
の
増
額
を
求
め
る
意
見
書
を
可
決

し
ま
し
た
。

主
な
補
正
予
算

工
事
請
負
契
約

▼
電
算
業
務
委
託
料　
　
　
　

　
　
　
　
　

３
３
９
万
９
千
円

　

子
ど
も
医
療
費
な
ど
の
改
正

に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修
費
で

す
。

▼
衛
星
携
帯
電
話
購
入
費　
　

　
　
　
　
　

１
９
１
万
１
千
円

　

大
災
害
に
備
え
、
各
校
区
用

と
役
場
に
計
５
台
を
配
備
す
る

も
の
で
す
。

▼
災
害
用
備
蓄
品
購
入
費　
　

　
　
　
　
　

３
０
０
万
３
千
円

　

13
カ
所
す
べ
て
の
避
難
所
に

発
電
機
と
投
光
器
を
配
備
す
る

も
の
で
す
。

レッツ！マーチング！！　　　　－大治小学校運動会－

公
共
下
水
道
汚
水
管か
ん
き
ょ渠
布
設

工
事(

花
常
・
中
島
地
区)

▼
契
約
先

　
　

株
式
会
社　

加
藤
建
設

▼
契
約
金
額

　
　

５
１
９
７
万
５
千
円

▼
工　
　

期

　
　

平
成
24
年
２
月
29
日
ま
で

公債費 ( 借入金の返済 )
9.6％　6 億 7382 万 9 千円

土木費　5.5％
3 億 8723 万 8 千円

消防費　4.4％
3 億 757 万 6 千円

議会費　1.2％
8715 万 5 千円

商工費　0.8％
5328 万 8 千円

農林水産業費など　
0.7％   4714 万円

町債 ( 借入金 )  6.8％
4 億 9740 万円

繰入金　4.5％
3 億 3051 万円

県支出金　6.5％
4 億 7446 万 5 千円

地方交付税　7.5％
5 億 4441 万 9 千円

繰越金　4.2％
3 億 284 万 2 千円

諸収入　1.5％
1 億 1169 万 1 千円

平
成
22
年
度
決
算
状
況

会　　　　計 歳　　　入 歳　　　出
一　　般　　会　　計 72 億 9623 万 4039 円 69 億 9506 万 7348 円

特　

別　

会　

計

国民健康保険特別会計 28 億 7872 万 6503 円 27 億 6627 万 4862 円
老人保健特別会計 650 万 9701 円 650 万 9701 円
土地取得特別会計 34 万 1115 円 34 万 1115 円
介護保険
特別会計

保険事業勘定 10 億 6860 万 4248 円 10 億 2135 万 4942 円
介護サービス事業勘定 5756 万 3185 円 5185 万 8634 円

公共下水道事業特別会計 3 億 7040 万 174 円 3 億 6856 万 4419 円
後期高齢者医療特別会計 3 億 2231 万 463 円 3 億 2108 万 8483 円

合　　　　計 120 億 68 万 9428 円 115 億 3105 万 9504 円

歳入
72 億 9623 万 4 千円

歳出
69 億 9506 万 7 千円

総務費　18.1％
12 億 6247 万 2 千円

教育費　11.0％
7 億 7119 万 3 千円

衛生費　11.9％
8 億 3457 万円

国庫支出金　11.4％
8 億 2793 万 6 千円

地方譲与税など　8.6％
6 億 3259 万 7 千円

町税　49.0％
35 億 7437 万 4 千円

民生費  36.8％
25 億 7060 万 6 千円

平
成
22
年
度　

一
般
会
計   

決
算
の
構
成
比

（
千
円
未
満　

四
捨
五
入
）
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本
会
議
質
疑 

＆

  
委
員
会
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

　

遅
す
ぎ
な
い
か 

改
正

　

県
内
で
公
開
請
求
の

制
限
を
し
て
い
る
自
治
体
が
、

他
に
１
つ
し
か
な
い
。

　

改
正
が
遅
す
ぎ
な
い
か
。

　

県
内
の
状
況
を
見

て
、
公
開
請
求
者
を
町
内
だ
け

に
限
定
を
し
て
い
る
自
治
体
が

非
常
に
少
な
か
っ
た
た
め
、
今

回
の
改
正
に
な
っ
た
。

　

開
庁
時
間
は

　

勤
務
時
間
15
分
短
縮

に
伴
い
、
役
場
の
業
務
時
間
は

ど
う
な
る
の
か
。

　

来
年
度
か
ら
役
場
の

業
務
は
、
午
後
５
時
15
分
に
終

了
す
る
。

　

ど
う
な
る  

利
用
時
間

　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

や
公
民
館
な
ど
の
利
用
時
間
に

変
更
は
な
い
か
。

に
受
給
者
証
を
送
付
す
る
予
定

で
あ
る
。

　

ま
た
、
小
学
生
以
下
に
は
、

期
限
を
延
長
し
た
受
給
者
証
を

送
付
す
る
。

　

制
限
は

　

所
得
制
限
や
、
病
院

窓
口
で
の
負
担
は
あ
る
の
か
。

　

所
得
制
限
や
窓
口
負

担
は
、
考
え
て
い
な
い
。

反
対
討
論
＝
𠮷
原
経
夫
議
員

　

西
尾
張
地
方
税
滞
納
整
理
機

構
は
、
問
題
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
そ
こ
へ
派
遣
し
て
い
る

職
員
の
出
張
に
伴
う
普
通
旅
費

が
組
ま
れ
て
お
り
、反
対
す
る
。

賛
成
討
論
＝
浅
里
周
平
議
員

　

大
規
模
災
害
に
備
え
、
衛
星

携
帯
電
話
や
発
電
機
・
投
光
機

な
ど
を
購
入
し
、住
民
の
安
全
・

安
心
に
大
き
く
貢
献
す
る
提
案

で
あ
り
、
賛
成
す
る
。

　

な
ぜ
増
額
か

　

当
初
予
算
で
、
一
般

会
計
か
ら
大
き
な
金
額
を
繰
り

入
れ
を
し
、
さ
ら
に
、
今
回
の

補
正
で
増
額
し
て
い
る
の
は
、

な
ぜ
か
。

　

主
な
理
由
は
、
国
か

ら
の
交
付
金
の
減
額
と
、
国
保

税
の
収
入
減
に
よ
り
、
繰
り
入

れ
が
必
要
と
な
っ
た
。

　

収
納
の
取
り
組
み

　

滞
納
額
が
、
平
成
21

年
度
と
比
較
し
て
14
・
85
％
増

え
て
い
る
。

　

収
納
の
取
り
組
み
は
。

　

税
の
未
納
を
翌
年
に

繰
り
越
さ
な
い
よ
う
努
力
し
て

い
る
。

　

個
々
の
状
況
に
応
じ
て
、
納

税
相
談
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　

費
用
対
効
果
は

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

を
指
定
管
理
と
し
た
が
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
経
費
削
減

と
い
う
観
点
か
ら
、
費
用
対
効

果
を
含
め
、
ど
う
評
価
し
て
い

る
の
か
。

　

指
定
管
理
の
導
入
に

よ
り
、
人
件
費
が
減
っ
た
。

　

ま
た
、
前
年
度
比
較
で
約

5.5
％
の
利
用
者
増
と
な
っ
た
。

　

少
な
く
な
い
か  

利
用

　

福
祉
巡
回
バ
ス
の
利

用
者
が
少
な
く
感
じ
る
。

　

利
用
者
増
へ
向
け
て
努
力
は

し
た
の
か
。

　

巡
回
バ
ス
は
、
お
年

寄
り
を
中
心
に
利
用
さ
れ
て
お

り
、
き
め
細
や
か
に
Ｐ
Ｒ
を
し

て
い
る
。

　

な
ぜ
委
託
か
ら
派
遣
に

　

外
国
人
英
語
指
導
助

手
は
、
予
算
で
は
業
務
委
託
で

あ
る
が
、
な
ぜ
契
約
で
は
派
遣

に
変
え
た
の
か
。

　

委
託
業
務
と
し
て
考

え
て
い
た
が
、
派
遣
業
務
で
あ

る
と
判
断
し
た
。

　

保
健
所
の
指
導
は

　

学
校
の
給
食
調
理
室

に
対
す
る
保
健
所
の
指
導
は
。

　

保
健
所
の
指
導
で
、

ド
ラ
イ
化
な
ど
を
進
め
て
い
る
。

反
対
討
論
＝
𠮷
原
経
夫
議
員

　

小
・
中
学
校
の
英
語
指
導
助

手
は
派
遣
で
は
な
く
、
直
接
雇

用
す
べ
き
だ
。

　

ま
た
、
中
学
校
と
大
治
小
の

給
食
調
理
業
務
を
業
者
委
託
し

て
い
る
が
、
正
規
職
員
か
パ
ー

ト
で
、直
接
雇
用
す
る
べ
き
だ
。

賛
成
討
論
＝
浅
里
周
平
議
員

　

町
民
税
の
現
年
度
分
の
収
納

率
が
向
上
し
、
職
員
の
地
域
手

当
を
削
減
す
る
な
ど
、
財
政
状

況
を
改
善
し
た
。

　

ま
た
、
福
祉
の
増
進
や
災
害

に
備
え
て
貯
金
を
増
や
し
、
南

小
の
増
築
で
は
的
確
に
財
源
を

確
保
す
る
な
ど
評
価
す
る
。

　

全
体
的
な
状
況
は

　

国
保
の
貯
金
が

２
２
６
５
円
し
か
な
く
、
厳
し

さ
が
表
れ
て
い
る
。

　

全
体
的
な
状
況
は
。

　

被
保
険
者
は
前
年
比

で
65
人
ほ
ど
増
加
し
た
。

　

景
気
の
影
響
や
診
療
報
酬
の

改
定
な
ど
に
よ
り
、
非
常
に
厳

し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　

対
策
は

　

約
６
億
７
７
０
０
万

円
の
滞
納
が
あ
る
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
滞
納
金
が
増

え
続
け
る
が
、
対
策
は
。

　

平
日
だ
け
で
な
く
、

日
曜
日
に
も
特
別
面
談
を
行

い
、
効
果
を
上
げ
た
。

   

今
後
も
、
収
納
向
上
に
鋭
意

努
力
す
る
。

反
対
討
論
＝
𠮷
原
経
夫
議
員

　

下
水
道
の
整
備
に
は
、
長
い

期
間
と
多
額
の
費
用
が
か
か
る

た
め
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
整

備
を
進
め
る
べ
き
だ
。

　

下
水
道
は
、
地
下
深
く
に
あ

り
、
大
地
震
の
液
状
化
に
よ
り

被
害
が
大
き
い
。

賛
成
討
論
＝
横
井
良
隆
議
員

　

下
水
道
は
、
公
衆
衛
生
の
向

上
や
河
川
な
ど
の
水
質
汚
濁
と

市
街
地
の
浸
水
被
害
の
防
止
を

図
る
。

　

快
適
な
生
活
環
境
を
確
保
す

る
た
め
に
必
要
不
可
欠
で
あ

り
、
そ
の
建
設
は
国
や
自
治
体

の
責
務
で
あ
る
。

　
　反

対
討
論
＝
𠮷
原
経
夫
議
員

　

こ
の
制
度
は
、
医
療
費
削
減

の
た
め
に
高
齢
者
を
差
別
す
る

法
律
で
、
保
険
料
が
天
井
知
ら

ず
に
値
上
げ
さ
れ
る
。

　

高
齢
者
だ
け
で
な
く
、
す
べ

て
の
世
代
に
重
い
負
担
を
押
し

付
け
る
制
度
で
あ
る
。

賛
成
討
論
＝
村
上
昌
生
議
員

　

超
高
齢
化
社
会
の
中
、
保
険

制
度
を
守
る
の
は
、
我
々
国
民

自
身
だ
。

　

被
保
険
者
や
、
若
い
世
代
も

協
力
し
て
、
国
民
全
体
で
公
平

に
支
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

情
報
公
開
条
例
の
一
部
改
正

町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等

に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正

　

勤
務
時
間
と
利
用
時

間
は
、別
問
題
と
考
え
て
い
る
。

　

職
員
の
勤
務
時
間
は
短
縮
さ

れ
る
が
、
利
用
時
間
に
変
更
は

な
い
。

　

住
民
へ
の
周
知

　

時
間
の
変
更
を
ど
の

よ
う
に
知
ら
せ
る
の
か
。

　

広
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
す
る
。

　

財
源
は
よ
い
か

　

今
回
の
拡
大
で
、
約

２
７
０
０
万
円
予
算
が
必
要
と

な
る
が
、
財
源
は
あ
る
か
。

　

徹
底
し
て
事
業
を
見

直
し
、
優
先
的
に
配
分
す
る
。

　

手
続
き
の
方
法

　

受
給
者
証
の
発
行
の

手
続
き
は
。

　

来
年
２
月
に
、
今
の

中
学
１
・
２
年
生
を
対
象
に
申

請
書
を
送
り
、
３
月
中
旬
以
降

  

子
ど
も
医
療
費
支
給
条
例
の

 

一
部
改
正

平
成
23
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

  

平
成
23
年
度
国
民
健
康
保
険  

  

特
別
会
計
補
正
予
算

　

  

平
成
22
年
度
一
般
会
計

　

  

決
算
の
認
定

   

平
成
22
年
度
国
民
健
康
保
険

　

特
別
会
計
決
算
の
認
定

平
成
22
年
度
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
決
算
の
認
定

 

平
成
22
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

 

特
別
会
計
決
算
の
認
定

質
問

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

台風 15 号で増水した庄内川

下水道工事の調査　ー福祉建設常任委員会ー

本会議を傍聴してみませんか

　町政を知るには、議会を傍聴するこ

とが一番です。

　傍聴を希望される方は、本会議の当

日、受付（役場４階議場前）後、傍聴

席へお入りください。（定員：60 人）

決算の現地調査　ー福祉建設常任委員会ー

　

導
入
せ
よ  「
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
」

　

防
災
訓
練
中
止
は
、
町
長
の
判
断
能
力
の
欠
如

　

川
、
側
溝
の
悪
臭
対
策
を

答
弁

答
弁
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９月議会の一般質問は、９月５日に行い、８人の議員が町政をただしました。質問と答弁を要約してお知らせします。

ずばり直言！ 一 般 質 問

　

　
「
被
災
者
支
援
シ
ス

テ
ム
」
は
、
災
害
発
生

時
に
住
民
基
本
台
帳
の

デ
ー
タ
を
も
と
に
被
災

者
台
帳
を
作
成
し
、
状
況
を
入
力
す
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
罹り

さ
い災
証
明
の
発
行
か
ら
支

援
金
や
義
援
金
の
交
付
、救
援
物
資
の
管
理
、

仮
設
住
宅
の
入
退
去
な
ど
一
元
的
に
管
理
で

き
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

　

一
刻
も
早
く
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す

る
こ
と
を
希
望
す
る
。

　

今
年
、
蟹
江
北
中
学

と
新
設
さ
れ
た
飛
島
小

中
学
校
に
は
全
普
通
教

室
に
、
ま
た
、
蟹
江
小
・

須
西
小
・
蟹
江
中
と
佐
織
中
の
普
通
教
室
の

一
部
に
は
エ
ア
コ
ン
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　

な
ぜ
本
町
の
小
・
中
学
の
校
普
通
教
室
に

は
エ
ア
コ
ン
を
設
置
で
き
な
い
の
か
。

　

去
る
８
月
21
日
に
予

定
さ
れ
て
い
た
町
総
合

防
災
訓
練
が
、
西
小
学

校
の
運
動
場
の
不
良
で

中
止
と
さ
れ
た
。

　

東
日
本
大
震
災
後
、
初
め
て
の
訓
練
で
あ

り
、
町
民
の
期
待
が
大
き
か
っ
た
。

　

単
な
る
運
動
場
の
不
良
で
、
中
止
す
る
問

題
で
は
な
い
。

　

町
長
の
判
断
能
力
が
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
。

　

毎
年
夏
に
な
る
と
、

側
溝
な
ど
の
悪
臭
対
策

を
し
て
ほ
し
い
と
い
う

要
望
が
多
い
。

　
「
下
水
道
の
整
備
を
し
な
い
と
悪
臭
の
解

消
は
で
き
な
い
」
と
町
の
担
当
者
に
言
わ
れ

た
が
、
下
水
道
整
備
ま
で
あ
と
40
年
も
待
て

と
い
う
の
は
酷
だ
。

　

悪
臭
を
ど
う
に
か
し
て
ほ
し
い
と
い
う
声

に
対
し
て
、
早
期
に
ど
の
よ
う
に
応
え
て
い

く
つ
も
り
か
。

　

名
古
屋
市
合
併
は
、

住
民
は
も
ち
ろ
ん
、
事

業
者
、
海
部
地
域
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
非

常
に
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

　

合
併
の
必
要
性
と
意
義
、
将
来
的
な
展
望

や
理
念
、
ま
ち
づ
く
り
の
構
想
は
。

　

税
制
な
ど
違
い
を
把
握
し
、
メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト
を
明
確
に
す
べ
き
だ
。

　

町
長
就
任
後
、
１
年
以
上
経
つ
が
名
古
屋

市
合
併
は
、
ど
う
な
っ
た
の
か
。

　

準
用
河
川
で
あ
る
小

糠
田
川
は
、
危
険
な
箇

所
が
数
多
く
見
受
け
ら

れ
る
。

　

し
か
し
、
災
害
の
危
険
が
迫
る
中
、
昨
年

ま
で
に
２
２
６
メ
ー
ト
ル
ま
で
し
か
、
工
事

は
進
捗
し
て
い
な
い
。

　
「
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」
の
観
点
か

ら
、
小
糠
田
川
の
改
修
の
進
め
方
に
対
す
る

町
長
の
考
え
は
。

総
務
部
長　

こ
の
シ
ス
テ
ム

は
、
兵
庫
県
西
宮
市
が
、
阪
神

淡
路
大
震
災
の
直
後
に
開
発

し
、
災
害
対
策
に
非
常
に
有
益

で
あ
る
。

　

全
国
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
へ

使
用
す
る
た
め
の
申
請
を
行

い
、
シ
ス
テ
ム
導
入
に
向
け
た

検
証
を
実
施
し
た
い
。　

　

業
者
と
も
協
議
を
行
い
、
早

期
導
入
に
向
け
て
努
力
す
る
。

町
長　

数
々
の
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
、
大
治
町
の
周
知
を
行
っ

て
い
る
。

　

９
月
２
日
に
は
、
勉
強
会
の

開
催
を
取
り
決
め
た
。

　

質
問
に
あ
っ
た
内
容
は
、
す

べ
て
今
後
の
勉
強
会
で
、
明
ら

か
に
し
て
い
く
。

　

そ
の
後
、
広
報
な
ど
で
周
知

を
行
い
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に

よ
り
意
識
調
査
を
行
う
。

町
長　

雷
の
心
配
が
あ
り
、
軽

率
に
は
実
施
で
き
な
か
っ
た
。

　

今
後
、天
候
不
順
の
時
に
も
、

形
を
変
え
て
訓
練
で
き
る
よ
う

検
討
し
始
め
た
。

問　

役
場
２
階
の
空
き
室
を
、

　
　

教
育
委
員
会
に

答　

移
動
予
定
な
し

問　

町
を
挙
げ
て
マ
イ
バ
ッ
ク

　
　

推
進
を

答　

今
後
も
注
視
す
る

都
市
整
備
課
長　

地
元
の
要
望

に
基
づ
き
、
現
地
を
調
査
し
て

い
る
。

　

ヘ
ド
ロ
な
ど
の
堆
積
が
原
因

な
ら
ば
、
渇
水
期
に
清
掃
し
て

い
る
。

問　

北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉

　
　

致
事
件
に
関
し
て
学
び
の

　
　

機
会
を

答　

12
月
10
日
～
16
日
に
啓
発

　
　

活
動
を
行
う

町
長　

昨
年
か
ら
雨
水
対
策
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
検
討
し

て
い
る
。
今
ま
で
は
三
面
打
ち

を
中
心
に
改
修
し
て
き
た
。

　

今
年
度
中
に
、
３
０
２
号
線

よ
り
西
側
の
底
打
ち
を
行
う
。

　

今
後
は
、
本
流
だ
け
で
な
く

支
線
の
水
路
も
三
面
打
ち
を
行

い
、
流
れ
を
速
め
る
な
ど
、
排

水
能
力
を
高
め
て
い
き
た
い
。

教
育
長　

設
置
に
は
多
額
の
費

用
が
か
か
り
、
無
理
で
あ
る
。

　

暑
さ
対
策
は
、
エ
ア
コ
ン
だ

け
で
は
な
い
。

問　

小
中
学
校
教
職
員
の
長
時

　
　

間
労
働
を
解
消
せ
よ

答　

適
切
に
対
応

問　

公
民
館
で
平
日
夜
間
に
講

　
　

座
開
催
を

答　

充
実
を
考
え
る

　

他
に
７
問
あ
り
ま
し
た

折橋盛男議員

  早期導入に努力

𠮷原経夫議員

浅里周平議員横井良隆議員

広田幸治議員林　健児議員

  人命重視で中止  勉強会で明らかにする

 計画的に清掃

　

路
肩
を
ベ
ビ
ー
カ
ー

や
押
し
車
で
、
通
り
や

す
く
、
歩
き
や
す
い
路

面
に
し
て
ほ
し
い
と
い

う
町
民
の
思
い
が
あ
る
。

　

建
設
部
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち

上
げ
、
買
い
物
や
通
院
な
ど
の
歩
行
や
、
自

転
車
・
押
し
車
で
利
用
す
る
生
活
道
路
を
総

点
検
し
て
は
ど
う
か
。

都
市
整
備
課
長　

小
学
校
区
ご

と
に
、
学
校
関
係
者
や
警
察
と

一
緒
に
定
期
的
に
点
検
を
行
っ

て
い
る
。

　

補
修
や
部
分
的
に
カ
ラ
ー
舗

装
を
し
て
い
る
所
も
あ
る
。

　

路
肩
に
つ
い
て
は
、
下
水
道

事
業
の
舗
装
復
旧
な
ど
に
合
わ

せ
て
整
備
を
進
め
る
。

町
長　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

は
つ
く
ら
な
い
。

豊田さか江議員

  定期的に点検

  鋭意進める

カラー舗装された道を歩く子供たち

改修が待たれる小糠田川

　

東
日
本
大
震
災
の
避

難
所
へ
の
食
糧
供
給
は
、

安
定
し
つ
つ
あ
る
。

　

し
か
し
、
腎
臓
病
の

た
め
透
析
を
受
け
て
い

る
人
や
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
人
が
、
体
調
を

悪
化
さ
せ
て
い
る
。

　

高
齢
化
社
会
で
は
、
食
事
困
難
者
や
食
事

制
限
者
が
増
え
て
い
る
。

　

ア
レ
ル
ギ
ー
・
腎
臓
病
患
者
に
対
応
し
た

食
糧
の
備
蓄
を
。 後藤田麻美子議員

 備蓄米を充実
町
長　

本
町
で
は
、
50
人
弱
の

腎
臓
病
患
者
が
お
ら
れ
る
。

　

腎
臓
病
患
者
に
も
対
応
で
き

る
４
日
分
の
ア
ル
フ
ァ
化
米

（
は
ん
ぶ
ん
米
）
を
常
時
確
保

す
る
。

問　

窓
口
に
つ・

え・

置
き
場
を

答　

役
場
や
関
連
施
設
に
も
設

　
　

置
す
る

　

導
入
せ
よ  「
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
」

　

防
災
訓
練
中
止
は
、
町
長
の
判
断
能
力
の
欠
如

　

川
、
側
溝
の
悪
臭
対
策
を

　

町
内
一
円
の
路
肩
整
備
を

　

充
実
せ
よ  

備
蓄
食
糧

　

小
中
学
校
の
普
通
教
室
に
エ
ア
コ
ン
の
設
置
を

　

小こ
ぬ
か
で
ん
が
わ

糠
田
川
流
域
の
雨
水
対
策
を
進
め
よ

　

町
長
公
約
の
名
古
屋
市
と
の
合
併
を
問
う

  財政的に無理



おおはる議会だより（4）

まちかど
インタビュー

№25

議　　　案 賛成 反対 議決
結果

９　

月　

定　

例　

会

情報公開条例の一部改正 １１ ０ 可決
町職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一部改正 １１ ０ 可決
特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正 １１ ０ 可決
町税条例等の一部改正 １０ １ 可決
子ども医療費支給条例の一部改正 １１ ０ 可決
平成２３年度  一般会計補正予算（第２号） １０ １ 可決
平成２３年度  国民健康保険特別会計補正予算（第１号） １１ ０ 可決
平成２３年度  介護保険特別会計補正予算（第１号） １１ ０ 可決
平成２３年度  公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） １０ １ 可決
平成２３年度  後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） １０ １ 可決
平成２２年度  一般会計歳入歳出決算の認定 １０ １ 認定
平成２２年度  国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定 １１ ０ 認定
平成２２年度  老人保健特別会計歳入歳出決算の認定 １１ ０ 認定
平成２２年度  土地取得特別会計歳入歳出決算の認定 １１ ０ 認定
平成２２年度  介護保険特別会計歳入歳出決算の認定 １１ ０ 認定
平成２２年度  公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定 １０ １ 認定
平成２２年度  後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定 １０ １ 認定
工事請負契約（公共下水道汚水管渠布設工事）　　※ １名退席 １０ ０ 可決
教育委員の任命の同意（伊藤誠市氏） １１ ０ 同意
国の私学助成の増額と拡充に関する意見書 １１ ０ 可決
愛知県の私学助成の増額と拡充に関する意見書 １１ ０ 可決

　
「
大
治
婦
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

さ
つ
き
会
」
は
、
長
年
の
功
績

に
よ
り
、
今
年
の
４
月
に
緑
綬

褒
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
長
の
福
田
ち
え
子
さ
ん
に

お
話
を
伺
っ
て
き
ま
し
た
。

―
―
ま
ず
、
活
動
内
容
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い

　

さ
つ
き
会
で
は
、切
手
整
理
、

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
の
回
収
、
敬
老

会
の
お
手
伝
い
や
各
地
の
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
掃
除
を
し

な
が
ら
施
設
利
用
者
と
話
を
す

る
施
設
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
を

や
っ
て
い
ま
す
。

　

年
に
１
回
の
福
祉
ま
つ
り
で

は
、
呈
茶
コ
ー
ナ
ー
を
中
学

生
や
他
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
と
一
緒
に
し
て
い
ま
す
。

―
―
さ
つ
き
会
は
、
ど
ん
な

き
っ
か
け
で
で
き
た
の
で
す
か

　

昭
和
60
年
当
時
、
町
内
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
ほ
と
ん
ど

な
い
状
況
を
憂
慮
し
た
社
会
福

祉
協
議
会
の
初
代
会
長
の
ご
尽

力
に
よ
り
、発
足
を
し
ま
し
た
。

　

当
初
は
、
大
治
会
館
の
清
掃

や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
車

イ
ス
を
整
備
す
る
な
ど
の
活
動

を
し
て
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
平
成
７
年
に
民
生
委

員
に
な
っ
た
事
を
き
っ
か
け
に

活
動
を
始
め
、
６
年
ほ
ど
前
か

ら
会
長
を
し
て
い
ま
す
。

―
―
緑
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ
、

今
、
ど
ん
な
思
い
で
す
か

　

緑
綬
褒
章
は
、
さ
つ
き
会
に

関
わ
っ
た
す
べ
て
の
方
に
い
た

だ
い
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

受
章
に
あ
た
っ
て
、
会
に
携

わ
っ
て
い
た
方
た
ち
に
も
ご
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
施
設
の
方
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
受
け
入
れ
て
く
れ
た
か

ら
」、「
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
の
回
収

に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
か

ら
」
活
動
を
続
け
ら
れ
、
感
謝

し
て
い
ま
す
。

　

会
員
も
良
い
方
ば
か
り
で
、

み
ん
な
喜
ん
で
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

　

今
後
も
楽
し
く
活
動
を
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

本
日
は
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

福
田
さ
ん
は
、
活
動
に
協
力

し
て
い
た
だ
い
た
方
々
へ
、
感

謝
の
思
い
を
繰
り
返
し
述
べ
て

お
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
気
持
ち
が
さ
ら
に
活
発

な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
、
つ

な
が
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

今
後
の
ご
活
躍
を
祈
念
し
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
褒
状
は
希
望
の
家
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー
ム
に
掲
示

し
て
あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

  

◆
◆
◆  

緑り
ょ
く
じ
ゅ綬
褒ほ
う
し
ょ
う章  

◆
◆
◆

　

自
ら
進
ん
で
社
会
に
奉
仕
す

る
活
動
に
従
事
し
、
徳
行
顕
著

で
あ
る
者
に
授
与
さ
れ
ま
す
。

　

受
章
者
が
団
体
の
場
合
は
、

「
褒
章
」
で
は
な
く
、「
褒
状
」

が
授
与
さ
れ
ま
す
。

▼
ア
ル
プ
ス
の
山
々
か
ら
、
初

冠
雪
の
知
ら
せ
が
届
き
始
め
ま

し
た
。

▼
稲
穂
は
た
わ
わ
に
実
り
、
重

そ
う
に
垂
れ
始
め
て
い
ま
す
。

▼
３
月
に
は
東
日
本
で
大
震
災

が
発
生
し
、
９
月
に
は
台
風
12

号
が
紀
伊
半
島
に
牙
を
む
き
ま

し
た
。

▼
９
月
定
例
会
最
終
日
は
、
台

風
15
号
が
来
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
緊
張
感
の
中
で
、
行
い

ま
し
た
。

▼
幸
い
に
も
、こ
の
地
方
に
は
、

た
い
し
た
被
害
も
な
く
、
実
り

の
秋
を
迎
え
て
い
ま
す
。

▼
台
風
の
被
害
は
な
か
っ
た
け

れ
ど
、
近
い
将
来
く
る
で
あ
ろ

う
大
地
震
に
、
一
人
ひ
と
り
が

備
え
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
10
月
７
日　

記
）

　下記の意見書を全会一致で可決し、国の関係機関・愛知県に提出しま
した。
■国の私学助成の増額と拡充に関する意見書（要旨）
　国の責務と私学の重要性にかんがみ、父母負担の公私格差を是正する
ための就学支援金を一層拡充する。
　私立学校振興助成法に基づく国庫補助制度を堅持し、私立高校以下の
国庫補助金とそれに伴う地方交付税交付金を充実し、経常費補助の一層
の拡充を図ること。
■愛知県の私学助成の増額と拡充に関する意見書（要旨）
　国からの支援金を加算し、父母負担軽減に大きな役割を果たしている
授業料助成を拡充する。
　経常費助成も学費と教育条件の「公私格差」を着実に是正できる施策
を実施すること。

意  見  書

～理想的な議会を目指して～

　

新
し
く
ス
タ
ー
ト
し
た
議
会
も
、
早
、
半
年
を
過

ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

議
会
で
は
、
議
会
制
度
改
革
等
特
別
委
員
会
を
中

心
に
、
議
員
の
政
策
能
力
の
向
上
を
目
的
に
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

自
主
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施

　

議
員
に
必
要
な
知
識
や
応
用
な
ど
を
網
羅
し
た

「
議
員
必
携
」
を
も
と
に
、
議
員
が
交
替
で
講
師
を

務
め
て
、
勉
強
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

内
容
は
「
地
方
自
治
の
し
く
み
と
議
会
の
使
命
」

な
ど
、
議
員
に
と
っ
て
基
本
的
な
学
習
で
す
。

　

今
後
は
「
予
算
の
仕
組
み
や
着
眼
点
」
な
ど
、
議

員
必
携
の
記
述
に
沿
っ
て
進
め
、
全
議
員
が
即
戦
力

で
働
け
る
議
会
を
目
指
し
ま
す
。

議
会
報
告
会
を
開
催

　

10
月
13
日
に
は
、
新
し
く
な
っ
た
議
会
と
し
て
、

初
め
て
議
会
報
告
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
報
告
会
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て

「
懇
談
会
」
に
重
点
を

置
こ
う
と
し
た
の
で
す

が
、
報
告
者
が
少
々
張

り
切
っ
て
し
ま
い
、
議

会
か
ら
の
報
告
が
長
く

な
っ
た
関
係
で
、
住
民

の
皆
さ
ん
の
発
言
時
間

が
少
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

   

今
後
は
、
さ
ら
に
創
意
工
夫
を
重
ね
、
懇
談
を
中

心
に
据
え
る
な
ど
、
よ
り
良
い
報
告
会
に
し
て
い
け

る
よ
う
改
善
に
努
め
ま
す
。

伊藤　誠市氏

　　

任
期
は
、
平
成
23
年

10
月
１
日
か
ら
４
年
間

で
す
。

教育委員

　

12
月
定
例
会
日
程
（
案
）

　

８
日　

上
程
・
質
疑
な
ど

　

12
日　

一
般
質
問

　

13
日　

総
務
教
育　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

常
任
委
員
会

　

14
日　

福
祉
建
設　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

常
任
委
員
会

　

19
日　

採
決
な
ど

　

※
日
程
は
変
更
と
な
る
場
合

　
　

が
あ
り
ま
す
。

エコキャップでワクチンの購入を…

褒状（緑綬）

（西條字坂牧島）

人事案件 チェンジ ・ チャレンジ ・ パワーアップ！

暫
時
休
憩


